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旧
年
中
は
当
記
念
館
に
対

し
、
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

本
年
も
皆
様
に
愛
さ
れ
る

記
念
館
を
目
指
し
、
催
し
等

を
企
画
・
運
営
を
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。 

ど
う
か
昨
年
同
様
、
皆
様

の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

そ
し
て
、
本
年
も
皆
様
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

◆
ご
利
用
案
内
◆ 

【
開
館
時
間
】 

午
前
９
時
〜 午

後
４
時
３０
分 

【
休
館
日
】 

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
、
１２

月
２８
日
〜
１
月
４
日 

【
入
館
料
】 

大
人
２
０
０
円 

学
生
１
５
０
円 

小
人
１
０
０
円 

（
団
体
割
引
は 

２０
名
以
上
） 

今
年
は
丑
年
で
す
。
そ
こ

で
、
「
干
支
」
に
つ
い
て
、
少

し
ま
と
め
て
み
ま
す
。 

「
子 

丑 

寅 

卯 
辰 
巳 

午 

未 

申 

酉 

戌 

亥
」
で
知

ら
れ
る
「
え
と
」
は
、
厳
密
に

い
え
ば
、
「
十
二
支
」
と
い
い

ま
す
。
こ
れ
と
、
「
甲 

乙 

丙 

丁 

戊 

己 

庚 

辛 

壬 

癸
」
の

「
十
干
」
と
を
組
み
合
わ
せ
て

「
干
支
」
と
い
い
ま
す
。 

今
年
は
、
十
干
で
い
え
ば
、

「
己
（
つ
ち
の
と
）
」、
十
二
支

で
い
え
ば
、「
丑
」
で
す
の
で
、

今
年
の
干
支
は
、
「
己
丑
（
つ

ち
の
と
う
し
）」
と
い
う
の
が
、

正
し
い
い
い
方
で
す
。 

干
支
は
60
の
組
み
合
わ
せ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
周
す
る

と
、
還
暦
に
な
り
ま
す
。 

 

歴
史
上
の
出
来
事
に
は
、

よ
く
干
支
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
壬
申
の
乱
や
戊
辰
戦
争

な
ど
が
そ
う
で
す
。 

ま
た
、
高
校
野
球
で
お
馴

染
み
の
阪
神
甲
子
園
球
場

も
、
完
成
年
の
大
正
１３

年

（
１
９
２
４
年
）
、「
甲
子
（
き

の
え
ね
）」
に
ち
な
ん
で
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、

「
甲
」
、「
子
」
と
も
に
、「
十

干
」
、
「
十
二
支
」
の
一
番
目

な
の
で
、
60
年
に
一
度
の
縁

起
の
良
い
年
だ
と
い
う
こ
と

で
命
名
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
今
年
の
「
己
丑

（
つ
ち
の
と
う
し
）
」
も
60

年
に
一

度
と
い
う
こ
と
で

は
同
じ
で
す
。
ど
う
か
縁
起

の
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。 

古
来
、
日
本
人
に
と
っ
て

牛
は
身
近
な
存
在
で
し
た
。

平
安
貴
族
の
乗
り
物
は
牛

車
で
し
た
し
、
本
当
の
面
白

さ
を
意
味
す
る
「
醍
醐
味
」

の
「
醍
醐
」
は
、
牛
乳
か
ら

作
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

ま
た
、
農
耕
に
お
い
て
牛

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
も

の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、「
人

間
が
牛
と
話
を
す
る
特
別
の

言
葉
が
、
少
な
く
と
も
五
つ

は
あ
る
」（
柳
田
國
男
著
『
方

言
と
昔
』
朝
日
新
聞
社
）
そ

う
で
す
。
さ
ら
に
、
牛
の
こ

と
を
「
ベ
コ
」
と
い
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、「
鳴
き
声
か
ら

出
た
語
で
あ
ら
う
」
と
柳
田

國
男
は
推
測
し
て
い
ま
す
。

犬
や
猫
を
そ
の
鳴
き
声
か

ら
、「
ワ
ン
コ
」「
ニ
ャ
ン
コ
」

と
い
う
よ
う
に
、「
ベ
コ
」
も

鳴
き
声
が
由
来
だ 

と
思
う
と
、
牛
が 

よ
り
身
近
に
感
じ 

ま
す
ね
。 

来
た
る
2
月
14
日
（
土
）

〜
3
月
22
日
（
日
）
、
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は

来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

が
、「
兵
庫
県
立
人
と
自
然
の

博
物
館
」
の
ご
協
力
を
得
て
、

丑
年
に
ち
な
ん
だ
展
示
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

3
月
15
日
（
日
）
に
は
、

謎
の
講
談
師
、
河
南
堂
珍
元

斎
氏
に
よ
る
、
柳
田
國
男
著

『
蝸
牛
考
（
か
ぎ
ゅ
う
こ

う
）
』
の
講
談
や
、『
蝸
牛
考
』

の
方
言
周
圏
論
を
証
明
し
た

「
ア
ホ
・
バ
カ
分
布
図
」
で

た
く
さ
ん
の
賞
に
輝
い
た
朝

日
放
送
『
探
偵
ナ
イ
ト
ス
ク

ー
プ
』
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
松

本
修
氏
の
講
演
、
ひ
と
は
く

研
究
員
の
鈴
木
武
氏
に
よ
る

カ
タ
ツ
ム
リ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
企
画
中
で
す
。 

 

乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

   

＊
こ
の
企
画
展
は
、
「
ひ
と
は
く
フ

ァ
ー
ブ
ル
大
作
戦
」
と
の
共
催
と
し

て
催
さ
れ
ま
す
。 

㈶
柳
田
國
男
・
松
岡
家
顕

彰
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
も

多
く
の
方
に
ご
加
入
い
た
だ

き
、
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
去
年
１２
月
末
日
に

更
新
時
期
を
迎
え
ら
れ
た
会

員
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
更

新
し
て
い
た
だ
き
、
引
き
続

き
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

法
人
会
費
一
〇
、
〇
〇
〇
円 

個
人
会
費

一
、
〇
〇
〇
円 

会
員
の
方
は
更
新
を
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 

 


